
歩けばまちが好きになる。
知ればもっと好きになる。

　
身
に
覚
え
の
な
い
料
金
を
請
求

さ
れ
る
架
空
請
求
の
ト
ラ
ブ
ル
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
請
求

手
段
は
は
が
き
で
し
た
が
、
現
在

は
電
子
メ
ー
ル
に
変
わ
っ
て
い
ま

す
。総
合
情
報
サ
イ
ト
利
用
料
、モ

バ
イ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
利
用
料
、有

料
サ
イ
ト
利
用
料
な
ど
、多
く
が

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
料
金
を

請
求
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
最
終
通
告
、
和
解
退
会
、
訴
訟
、

弁
護
士
な
ど
の
言
葉
を
ち
ら
つ
か

せ
、
消
費
者
の
不
安
を
あ
お
り
、

業
者
に
連
絡
を
取
ら
せ
る
よ
う
に

仕
向
け
た
文
面
に
な
っ
て
い
ま
す
。

中
に
は
宅
配
便
や
郵
便
な
ど
を
使

い
現
金
を
送
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
、

救
済
が
難
し
い
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ

ま
す
。
利
用
し
た
覚
え
が
な
い
請

求
は
支
払
わ
ず
に
無
視
す
る
こ
と

で
す
。
請
求
者
に
連
絡
を
取
る
こ

と
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。
判

断
に
迷
っ
た
場
合
は
、
市
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
、
悪
質
な

場
合
は
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　本学のニュージーランド短期語学留学は1か月間ホーム
ステイをしながら大学に通い、語学力の向上や異文化を体
験することを目的にしています。
　私は今年2月16日から1か月間、ニュージーランドのワ
イカト大学に留学しました。週末にはきれいな海や観光ス
ポットを巡ったり、ホストファミリーと出掛けたりと、た
くさんの思い出を作ることができました。
　この短期留学を通し、まず行動に移してみることの大切
さを学びました。参加することの意味や利益を最初に考え
るのではなく、迷ったらまずやってみる。やってみないこ
とには何の意味も成果も生み出せないのだということを学
ぶことができました。
　6月22日（土）に本学で行われ
るオープンキャンパスにおいて、
留学報告会を開催しますので、
ぜひお越しください。

問東北公益文科大学広報担当 ☎41-1117問市消費生活センター ☎26-5761
　（市役所1階まちづくり推進課内）

問市政策推進課政策推進係 ☎26-5704

問中央図書館　☎24-2996
14

ニュージーランドの短期留学で学んだこと
長橋 愛海（3年）

　
明
治
維
新
の
嵐
は
全
国
等
し
く

吹
き
荒
れ
、
い
わ
ゆ
る
廃
城
令
が

明
治
政
府
か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
存
城
処
分
と
な
っ
た
城
郭
で

あ
っ
て
も
、
兵
営
地
と
し
て
整
備

す
る
た
め
に
敷
地
内
の
建
物
が
全

て
取
り
壊
さ
れ
た
例
も
あ
り
ま
し

た
。
亀
ケ
崎
城
は
廃
城
処
分
と
な

り
、
酒
田
民
政
局
や
学
校
用
地
と

し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
松
山
城
の
大
手
門
は
、
寛
政
２

（
１
７
９
０
）
年
10
月
に
落
雷
に

よ
っ
て
焼
失
、
寛
政
４
年
８
月
に

本
間
光
丘
と
娘
婿
の
次
郎
四
郎
重

利
の
寄
進
に
よ
り
再
建
、
献
納
し

た
も
の
で
県
内
に
残
る
唯
一
の
城

郭
建
築
で
す
。
戊
辰
戦
争
後
に
出

さ
れ
た
「
城
郭
破
却
の
命
令
」
に

よ
り
、
本
来
で
あ
れ
ば
他
の
城
郭

建
築
と
同
様
に
こ
の
大
手
門
も
取

り
壊
さ
れ
る
予
定
で
し
た
。

　
明
治
２
（
１
８
６
９
）
年
12
月

に
明
治
政
府
か
ら
両
羽
按あ

察ぜ

使ち

（
施
政
や
民
情
を
巡
回
視
察
す
る

役
人
）
と
し
て
坊ぼ

う

城じ
ょ
う

俊と
し

章あ
や

陸
軍

少
将
（
翌
、
明
治
３
年
に
初
代
山

形
県
知
事
に
な
る
）
が
派
遣
さ
れ

ま
し
た
。
松
嶺
藩
で
は
京
都
で
親

交
の
あ
っ
た
御お

も
り傳

役
の
田
中
静せ

い
き
ょ居

が
応
対
し
て
旧
交
を
温
め
、
坊
城

が
帰
る
際
の｢

こ
の
大
手
門
を

残
し
た
と
こ
ろ
で
、
今
さ
ら
謀む

ほ
ん反

も
な
い
だ
ろ
う｣

と
い
う
発
言

で
取
り
壊
し
を
免
れ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
友
の
温
か
な
も
て
な
し
の
心
に

よ
っ
て
消
滅
の
危
機
を
免
れ
た
大

手
門
は
、
そ
の
後
も
風
雪
や
地
震

に
耐
え
抜
き
、
城
下
町
の
風
格
を

今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

2
 風

かぜまちづき
待月のさんぽ 

監
修
／
松
山
文
化
伝
承
館

▲松山城大手門

　
松
山
文
化
伝
承
館
に
は
、大
手
門
な
ど

に
ま
つ
わ
る
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

松
山
城
大
手
門
は

な
ぜ
残
っ
た
か

架
空
請
求
に
ご
注
意
を

50
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今月 は 市
内
企
業
の
優
れ
た
技
術
力
や
製
品
、

サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

◆図書館の本はインターネットでも検索できます。ホームページのアドレスは、http://library.city.sakata.lg.jp/

問中央図書館　☎24-2996

vol.2
株式会社 四ツ葉ドレス
経理事務
佐藤 敏子さん

株式会社 四ツ葉ドレス

女
性
に
よ
る
、女
性
の
た
め
の
製
品
作
り

　
当
社
は
、
女
性
用
フ
ォ
ー
マ
ル
ウ
ェ
ア

（
礼
服
）の
国
内
大
手「
東
京
ソ
ワ
ー
ル
」

な
ど
か
ら
製
造
を
受
託
し
て
い
る
縫
製
会

社
で
す
。
工
場
は
市
内
に
３
か
所
、
ベ
ト

ナ
ム
に
１
か
所
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を

持
っ
て
密
接
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
市
内
の
東
両
羽
町
と
こ
あ
ら
に
あ
る
２

つ
の
工
場
は
、
縫
い
付
け
工
程
専
門
の
工

場
で
す
。
本
社
工
場
は
、
ベ
ト
ナ
ム
工
場

で
縫
製
さ
れ
た
製
品
を
検
品
す
る
ほ
か
、

市
内
２
工
場
で
使
用
す
る
生
地
の
地
直
し

や
裁
断
工
程
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
製
品
が
女
性
用
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

従
業
員
の
大
多
数
が
女
性
、
管
理
職
も
社

長
以
外
は
全
て
女
性
と
い
う
珍
し
い
会
社

で
す
。
工
場
開
設
時
か
ら
の
ベ
テ
ラ
ン
も

多
く
、
中
に
は
受
注
元
か
ら
指
名
を
受
け

製
作
に
当
た
る
社
員
も
い
ま
す
。

製
品
の
品
質
こ
そ一番
の
営
業

　
大
規
模
な
ベ
ト
ナ
ム
工
場
の
製
品
は
国

内
の
量
販
店
向
け
で
す
。
ま
た
酒
田
で
仕

上
げ
る
製
品
は
、
全
て
国
内
産
の
生
地
を

使
用
し
た
高
品
質
の
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ジ

ャ
パ
ン
品
で
す
。
ベ
ト
ナ
ム
工
場
の「
量
」

と
、
酒
田
の
「
質
」
の
両
方
を
併
せ
持
つ

の
が
、
当
社
の
強
み
で
す
。

　
フ
ォ
ー
マ
ル
ウ
エ
ア
は
特
別
な
場
面
で

装
う
も
の
。「
製
品
の
品
質
こ
そ
一
番
の
営

業
」
を
常
に
心
掛
け
て
製
作
し
て
い
ま
す
。

　1947年、インド分離独立の前夜。穏やか
な市場町で暮らす人々の生活は一変しようと
していた。病にむしばまれ、死を目前にした
父。息子ビラルは、親友たちの助けを借りて、
ある嘘をつくことを決意する…。

　虹を眺める、朝顔の種をまく、水うちわを
使う、湯豆腐を食べる、初午を祝う…。七十
二候のうつろいに寄り添いながら楽しむ、古
くて新しいくらしをイラストを交えて紹介し
ます。

1
着
1
着
丁
寧
に
検
品
し
、
仕
上
げ

の
プ
レ
ス
掛
け
を
行
っ
て
い
ま
す

　猫のにゃんぴは、ピクニックに持っていく
お弁当に、サンドイッチをつくりました。と
ころが、みんなお弁当づくりに夢中で、なわ
とびもボールも持ってくるのを忘れてしまっ
て…。めくるしかけ付き。

【企業の概要】
 沿　　革  昭和46年東京都北区にて創業、昭和56年酒田工場設立（大宮町）、昭和

61年オリーブハウス工場設立（東両羽町）、平成5年ラフィネ工場設立
（こあら）、平成13年酒田工場を本社工場とする、平成18年ベトナム工場
設立、平成24年9月十里塚に本社工場を移転

 商　　号 株式会社四ツ葉ドレス
 資 本 金 1,000万円
 住　　所 酒田市十里塚字村東山398-19
 代 表 者 代表取締役　尾崎 武司
 従業員数 市内工場144人、ベトナム工場650人
 事業内容 女性用フォーマルウエア製造

バンヤンの木　ぼくと父さんの嘘

アーファン・マスター／著　杉田七重／訳
静山社

くらしを楽しむ七十二候
広田千悦子／著

アース・スターエンターテイメント

にゃんにゃんべんとう
きむらゆういち／作　ふくだいわお／絵

世界文化社

一
般
図
書

児
童
絵
本

中
高
生
向
け

本
社
工
場
で
は
、
他
に
も
試
作
品
や

見
本
品
を
製
作
し
て
い
ま
す

本社工場
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